


















要約:保育所在籍の幼児を対象として、行動特性と心身症様症状の関連性について検討を

行った。対象は 3～6歳の 259人(男児 109 人、女児 150 人)。行動特性の調査には、Carey

らの気質調査用紙幼児用を佐藤が日本語訳したものを用いた。心身症様症状については、

腹痛などの身体症状と指しゃぶりなどの行動面の問題の両者を含めて調査を行った。結果、

心身症状が多い、あるいは、強い可能性と関連する行動特性として、(1)育者にとって「手

のかかる子」(Difficult child)、(2)生活リズムが規則的でない、(3)気難しい、(4)変化

に慣れにくい、(5)刺激に対する反応が強い、(6)固執傾向、の 6項目が明らかとなった。

これらの行動特性は、1995 年度の調査で得られた結果とほぼ一致するものであった。こ

れらの行動特性は、「環境の変化」に対して再適応することが困難であることとつながる

ものと思われ、心身症様症状の出現と関連性があることは理解できるものと思われた。1995

年度と今年度の調査で、対象児ならびに調査方法が異なるにも関わらず、同様の結果が得

られたことは、幼児において、今回得られた行動特性と心身症状の間に関連性があること

を強く示唆するものと思われ、今後、 こうした行動特性を持つ幼児への対応について検

討することで、心身症予防を考えていくことができると思われた。


